
て
、
民
言
告
訴
に
邸
し
た
。
丹
羽
長
震
が
的
処
鼠
を
し

て
愛
宕
堂
を
建
亡
、
城
の
鬼
門
を
銀
波
せ
し
め
た
に

起
。
、
院
長
九
年
前
聞
利
長
之
を
再
興
し
、
十
百
年

に
は
利
家
の
女
に
し
て
前
出
封
田
町
長
穏
の
室
で
あ
っ

た
幸
刻
、
承
限
二
年
に
は
前
問
利
院
が
説
び
に
修
密

を
加
へ

た
。
悦
に
之
を
小
松
愛
宕
と
い
う
た
が
、
今

際
誠
し
て
存
せ
ぬ
。

ヨ
ウ
フ
ク
ジ

妥
結
寺

臥
草
山
部
深
見
に
在
っ
て
、

回
目
宗
市
民
振
に
隠
す
る
。

ヨ
ウ
フ
ク
ジ

一京一一時寺

↓
エ
イ
フ
ク
ジ

寺
。

ヨ
ウ
ベ

ヤ

用
部
屋

』
プ
ヨ
ウ
ペ
ヤ

展。
ヨ
ウ
ホ
ウ
ジ

護
法
寺
河
北
川
柑
川
副
議
所
に
在
る
。

初
め
阿
部
大
熊
に
在
っ
て
、
永
正
九
年
道
賢
の
創
ー

と
い
ひ
、
国
民
宗
東
仮
に
開
園
し
た
が
、
延
時
H
中
限
振
に

m
剛
し
、
同
時
に
今
の
加
に
移
っ
た
。
後
そ
の
燐
額
し

て
ゐ
た
の
育
、
羽
咋
郡
官
原
の
問
事
寺
か
ら
出
た
智

桐
が
中
興
し
た
。

ヨ
ウ
ホ
ウ
マ
ン
ザ
ン
オ
シ
ョ
ウ
コ
ウ
ロ
タ

緊
峰

記
山
和
向
廃
鋒
加
賀
大
来
寺
中
興
田
山
和
簡
の
詩

文
集
で
あ
る
。
容
泊
に
『
住
大
来
館
凶
都
寺
制
法
門

人
自
制
軍
総
』
と
あ
り
、
践
に
『
丙
医
元
文
仲
秩
日

眠中
勅
前
住
永
平
小
川
比
斤
白
山
山
山
門
部
子
加
州
大
采
之

署
殿
堂
』
と
あ
る
。

ヨ
ウ
ヨ
ウ
カ
ン

溶

々

館

↓

セ
イ
セ
イ
カ

y

桝
々
似
。

ヨ
ウ
ラ
ナ
ジ

護
紫
寺

河
北
部
谷
内
に
あ
っ
て
、

民
宗
東
波
に
邸
す
る
。

ヨ
ウ
ロ
ウ

養

老

前

出

綱

紀
の
時
寛
文
十
年
八

月
三
日

『
御
領
凶
中
に
絡
在
候
九
十
歳

以

上

の
男

女
、
今
度
御
吟
味
之
上
御
技
持
被
下
候
叫刷
、
助
成
許

之
伐
に
て
は
畑
之
候
。
老
後
身
茂
不
自
由
に
可
憾
在

ヨ
ウ
l
1
ヨ
コ

永
嗣

候
。
子
孫
孝
行
加
へ
也
可
申
似
云
々
。
』
と
の
令
脅
布

い
て
、
領
内
の
際
民
九
十
肢
に
淫
す
る
時
は
、

一
人

扶
持
札
官
給
し
て
、
そ
の
天
間
協
秒
一
全
か
ら
し
め
る
と
同

時
に
、
子
孫
を
し
て
孝
接
合
引
聞
く
す
に
辿
憾
な
か
ら

し
め
た
。
こ
れ
よ
り
後
毎
年
正
且
四
日
そ
の
調
査
を

言
上
す
る
の
例
と
な
り
、
更
に
平
和
一
一
年
正
且
・文

政
九
年
十
二
且

・
天
保
九
年
七
月
に
そ
の
命
を
新
た

に
し
て
賀
行
を
柵
制
約
し
た
。
但
し
初
は
川
在
の
役
人

と
な
り
、
若
し
く
は
特
別
の
家
絡
や
一
以
て
扶
持
米
銀

を
受
け
る
者
の
家
族
に
は
之
を
給
し
な
か
っ
た
が
、

天
保
九
年
七
月
改
め
亡
そ
れ
ら
に
も
奥
へ
る
こ
と
i
h

な
っ
た
。
叉
百
訟
に
諮
し
た
者
は
、
宮
町
徳
の
時
事
保

十
九
年
四
月
の
達
郡
に
よ
っ
て
調
査
し
た
が
、

一
人

も
核
廿
曲
者
が
な
か
っ
た
と
い
ふ
に
初
旬
、
治
怖
の
安

永
五
年
二
且
六
日
に
も
調
査
を
命
じ
、
持
い
で
御
釘

用
揚
杭
目
府
知
-
源
太
左
衛
門
の
小
議
文
市
が
百
四
践

と
な
っ
た
の
や
一
召
し
見
た
こ
と
が
あ
る
。
後
叉
野
礁

の
天
保
九
年
七
且
引
二
日
の
制
笠
命
令
が
あ
り
、
初

め
て
務
内
の
百
践
に
律
一
し
た
者
に
侍
年
百
且
島
日
七

賞
。
ズ
を
賜
ふ
の
例
と
な
っ
た
。

ヨ
カ
レ
ザ

エ
モ
ン
よ
か
れ
左
衛
門

J
ヒ
ニ
ソ

ガ

Y
一
フ
非
人
頭
。

ヨ
キ
イ
ン

輿

木

院

承

久
三
年
註
継
の
能
鷲
凶

m蚊
目
録
鹿
島
側
に
、
『
与
水
院
、
凶
川
四
段
六
、
永

久
元
年
検
注
定
』
と
あ
る
。
和
名
抄
叩
別
総
能
資
制
附
奥

木
郷
の
地
で
あ
ら
と
7
0

ヨ
キ
ヒ
コ
ジ
ン
ジ
ヤ

絵
喜
比
古
紳

枇

鹿

島

郡

大
問
に
鎮
座
す
る
。
式
内
等
山
田
枇
杷
に
、
『
除
恕
比
古

齢
社
。
式
内

一
座
。
問
問
木
郷
大
町
地
内
銀
座
之
監
、

乱
川
頃
枇
般
財
服
組
、
祉
地
依
存
在
O

今
裕
一
日
奥
木
之

宮↓
4

誠
一
苫
大
府
組
之
官
。
』
と
あ
る
。

ヨ
ヲ
ロ
ウ
ジ
マ
血
一
九
部
島
能
美
郡
山
上
郷
に

臨
す
る
部
古
川
。

ヨ
テ
ロ
ウ
ジ
マ
シ
ン

奥
九
郎

島

新

能

妥
郡
山

上
郷
に
邸
す
る
邸
古
川

o
m子
島
新
と
共
に
惣
黙
し
て

出
合
島
と
い

ひ
、
石
川
郷
誕
上
向
と
入
品
目
に
な
っ
て

ゐ
た
か
ら
、
明
治
什
四
年
之
を
石
川
仰
の
地
籍
に
移

し
、
凡
べ

E
出
A
n
H
同
と
抑
制
す
る
こ
と
に
し
た
。

ヨ
ゲ
ン
イ
ン

預
玄
院

加
賀
務
主
第
五
代
前
回

綱
紀
の
側
室
三
町
村
氏
の
法
蹴
。
詳
し
く
は
預
玄
院

聞
明日
妙
消
日
容
大
制
定
尼
。

ヨ
コ
エ

横
江

石
川
州
相
続
江
郷
に
屈
す
る
部
町
問
。

ヨ
コ
エ
ゴ
ウ

横
江
郷

石

川
淵
に
在
つ
亡
、
務

政
時
代
で
は
市
川
山
原
・
市
川
・野
・上
安
原
・
中
屋
・森

戸
・矢
木
・矢
木
荒
屋
・長
他
・
八
日
市
新
保
・
八
日
市

出
・御
縦
模
柿
江
・
二
目
前
・旧
日
代
の
J
i
買
f
利
が
之

に
闘
す
る
。
和
名
抄
に
こ
の
郷
名
が
見
え
ず
、
東
大

寺
問
主
録
等
に
よ
れ
ば
庄
で
あ
っ
た
の
を
、
後
に
郷
に

し
た
も
の
で
あ
ら
う
。

ヨ
コ
エ
シ
ョ
ウ

横
江
庄

石
川
加
に
在
っ
た
。

京
大
誉
市
出
獄
巻
六
封
戸
水

m章
第
入
に
、
加
賀
凶
航

自
庄
凶
百
入
十
六
川
六
段
二
百
歩
が
あ
る
。
閉
山
年
同
日

表
記
穏
永
二
年
供
梨
伽
総
合
戦
の
僚
に
、
木
骨
u
義
仲

が
金
畑
出
宮
へ
林
六
郎
光
明
の
所
領
締
江
庄
を
お
引
出
し

た
と
あ
り
、
平
家
物
関

に
は

白
山
祉

へ
よ
こ
江
・宮

丸
二
令
市
山
の
庄
を
お
逃
し
た
と
し
て
居
る
。
叉
親
元

H
記
文
明
十
四
年
抗
且
に
、
天
龍
寺
領
加
賀
閥
都
江

舷
と
見
え
、
経
諒
軒
目
録
文
明
十
八
年
十
一
周
叶
七

日
に
は
、『
天
間
寺
領
到
州
総
江
庄
守
耐
剛
被
官
人
等
抑

年
賀
不
出
。
』
と
も
あ
る
。
杭
江
庄
は
後
開
の
杭
江
郷

の
地
で
あ
る
が
、
和
名
抄
に
航
江
の
郷
名
の
な
い
の

は
、
話
時
己
に
庄
で
あ
っ
た
お
だ
ら
う
と
い
は
れ
る
。

ヨ
コ
エ
ナ
カ
シ
ョ
ウ

横
江
中
庄

石
川
郡
に
あ

っ
た
。
貞
治
六
年

十
二
且
J
l

三
日
附
讃
全
の
刊
百

に
、『
去
旭
桜
江
中
庄
散
削
内
附
地
郁
、
ム
円
資
段
占
有
一

z

-R

。
』
と
あ
る
。

ヨ
コ
エ
ノ
オ
ミ
ナ
リ
ト
ジ
メ
横
江
匡
成
刀
自
女

都
築
制
明
の
頃
に
越
前
加
賀
郡
の
人
で
あ
っ
た
。
天
利
一

淫
倹
、
植
践
を
事
と
し
、
批
夫
と
戯
れ
て
そ
の
児
に

附
乳
し
な
か
っ
た
が
、
7
備
を
続
く
さ
ず
し
て
死
ん

だ
。
多
年
の
後
紀
伊
の
入
寂
林
法
問
、
加
賀
郡
畝
同

村
に
至
っ
て
止
住
し
た
時
、
間
以
泊
元
年
十
二
月
叶

三
日
の
夜
、
成
万
自
女
が
ス
和
班
川
崎
宮
前
の
強
巾
に

椋
臥
し
、
そ
の
乳
か
ら
股
耐
を
流
し
て
即
吟
す
ろ
を

夢
み
た
が
、
こ
れ
は
生
前
そ
の
児
を
飢
ゑ
し
め
た
裂

報
で
あ
っ
た
。
取
は
日
本
綴
典
犯
に
柏
崎
せ
ら
れ
る
。

杭
江
は
石
川
淵
の
地
で
あ
る
か
ら
、
加
到
郡
と
オ
ろ

の
は
朝
刊
か
、
若
し
く
は
そ
こ
へ
移
住
し
て
ゐ
た
の
と

見
芯
べ
き
で
あ
ら
う
。

ヨ
コ
エ
モ
ト
Z
ツ

横
江
基
光

館
早
分
脈
に
科

六
郎
光
明
の
玉
男
紛
江
七
郎
恐
光
、
そ
の
子
同
四
郎

光
利、

そ
の
子
同
四
郎
光
茂
と
あ
る
。
光
明
は
有
川

部
林
郷
宇
山
積
し
た
か
ら
林
氏
を
口

L
、
I
r
光
は
そ
れ

に
近
い
杭
江
庄
を
領
し
た
か
ら
杭
江
氏
を
冒
し
た

の

で
あ
ら
う
。

ヨ
コ
ガ

ハ

横
川

石
川
別
邸
機
庄
に
邸
寸
'
L郎

官
問
。
勉
尾
記
に
、
桜
川
に
泊
念
坊
と
い
ふ
屋
政
跡
が

あ
っ
て
、
今
は
大
衆
寺
の
尼
陪
と
な
り
、
俗
に
杭
川

遊
抑
制
と
挺
す
る
と
認
す
る
。

ヨ
コ
ガ
ハ
ク
ザ
Z

モ
ン

横
河
九
左
衛
門

紘一川

氏
は
金
部
油
木
山
に
邸
地
を
賜
は
り
、
附
々
九
左
衛

門
と
都

L
亡
鈎
物
問
の
裁
に
脆
う
た
。
法
名
叉
は
，A

御
用
部

ヨ
キ
エ
キ

撰

木

襲

能

登
の
古
腕
。
在
留
兵
部

省
式
に
は
、
能
昌
百
閥
棚
田
才
際
結
五
匹
と
見
え
る
が
、

才
字
は
木
芋
の
聡
で
あ
り
、
奥
岐
と
訓
む
べ
き
も
の

で
あ
る
。
奥
木
腐
は
、
奥
木
郷
と
同
じ
く
能
昌
明
却
に

図
L
、
今
の
鹿
島
郡
大
町
で
あ
ら
う
。

ヨ
キ
ゴ
ウ

輿
木
郷
能
綾
部
の
古
郷
名
。
和
名

抄
の

一
本
に
は
奥
来
に
作
。
、
以
れ
も
県
岐
と
削
む
。

八
九

一


